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内容 ﾁｪｯｸ

1 「戦略的な広報に向けた消防訓練の実施概要」を確認したか 未 ・ 済

2 昼間における収容人員数（従業員含む）を確認したか 人

3 夜間における収容人員数（従業員含む）を確認したか 人

4 自力避難困難者の人数を確認したか 人

5 火気を取扱う場所はあるか 無 ・ 有

6 喫煙場所はあるか 無 ・ 有

7 消防用設備等に係る知識・取扱いの習熟度を確認したか 未 ・ 済

8 消防用設備等に係る取扱い要領の資料はもっているか 無 ・ 有

9 ｱﾗｰﾑ弁室の場所は確認したか 未 ・ 済

10 ｱﾗｰﾑ弁室の扉の施錠有無を確認したか 無 ・ 有

11 制御弁の位置を確認したか 未 ・ 済

12 ﾎﾟﾝﾌﾟ室の場所は確認したか 未 ・ 済

13 ﾎﾟﾝﾌﾟ室の扉の施錠有無を確認したか 無 ・ 有

14 ﾎﾟﾝﾌﾟ制御盤とﾎﾟﾝﾌﾟ停止ﾎﾞﾀﾝの場所を確認したか 未 ・ 済

15 補助散水栓の場所を確認したか 未 ・ 済

16 屋内消火栓の場所は確認したか 未 ・ 済

17 屋内消火栓の種別を確認したか 1号 ・ その他

18 １号消火栓 ⇒ ﾎﾟﾝﾌﾟ起動ﾎﾞﾀﾝは自火報の発信機と兼用か 兼用 ・ 単独

19 ﾉｽﾞﾙの形状及び操作方法を確認したか 未 ・ 済

20 ﾎﾟﾝﾌﾟ室の場所は確認したか 未 ・ 済

21 ﾎﾟﾝﾌﾟ室の扉の施錠有無を確認したか 無 ・ 有

22 ﾎﾟﾝﾌﾟ制御盤とﾎﾟﾝﾌﾟ停止ﾎﾞﾀﾝの場所を確認したか 未 ・ 済

23 受信盤及び副受信盤の場所を確認したか 未 ・ 済

24 警戒区域図を確認したか 未 ・ 済

25 受信盤付近に警戒区域図が備え付けられているか 無 ・ 有

26 主音響停止、地区音響停止及び火災復旧ﾎﾞﾀﾝを確認したか 未 ・ 済

27 自火報と連動する設備の種類を把握したか 未 ・ 済

28 火災通報装置の親機及び子機の場所を確認したか 未 ・ 済

29 自火報との連動機能があるか確認したか 無 ・ 有

30 連動あり ⇒ 連動スイッチの場所や作動状況を確認したか 未 ・ 済

火
通

自
火
報

事前調査で確認すべき事項

№

ソ
フ
ト

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー

屋
内
消
火
栓
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内容 ﾁｪｯｸ

事前調査で確認すべき事項

№

31 連動あり ⇒ 誤発報時の対応について理解しているか 未 ・ 済

32 連動なし ⇒ 使用方法、タイミングを理解しているか 未 ・ 済

33 放送設備の場所を確認したか 未 ・ 済

34 放送設備は自火報と連動しているか確認したか 無 ・ 有

35 連動なし ⇒ 使用方法、タイミングを理解しているか 未 ・ 済

36 鳴動方式を確認したか 部分 ・ 一斉

37 音声警報（火災・非火災）及び非常復旧ﾎﾞﾀﾝを確認したか 未 ・ 済

38 放送設備以外の放送手段を持っているか 無 ・ 有

39 竪穴区画はあるか 無 ・ 有

40 面積区画はあるか 無 ・ 有

41 防火設備の種類を確認したか 防火・ 特定防火

42 防火設備の作動方法を確認したか（常閉・煙感・熱感・ﾋｭｰｽﾞ） 未 ・ 済

43 排煙設備の場所を確認したか 未 ・ 済

44 排煙設備は自火報と連動しているか確認したか 無 ・ 有

45 通路に煙が滞留した時、排煙できる開口部があるか 無 ・ 有

46 居室の扉の材質を確認したか 未 ・ 済

47 居室の扉は外部からの煙を防げる構造か 不可 ・ 可

48 居室の扉の施錠有無を確認したか 無 ・ 有

49 内側から施錠可の時 ⇒ ﾏｽﾀｰｷｰの場所は確認したか 未 ・ 済

50 居室の扉の前に戸外表示機が設けられているか 無 ・ 有

51 居室の中には燃えやすいもの（布団・ベット等）があるか 無 ・ 有

52 避難経路は全て確認したか 未 ・ 済

53 屋外階段の扉や玄関ﾄﾞｱの施錠は自火報連動で解錠されるか 無 ・ 有

54 EVは非常用であるか確認したか 無 ・ 有

55 避難ﾊﾞﾙｺﾆｰの付近には消防隊が活動できる空間があるか 無 ・ 有

56 避難ﾊﾞﾙｺﾆｰに出るための窓は、車いすが通れる幅があるか 無 ・ 有

57 避難ﾊﾞﾙｺﾆｰは適正に管理されているか 不可 ・ 可

58 自力歩行困難者がいる場合、一時避難場所が設定されているか 無 ・ 有

通
路
・
階
段

バ
ル
コ
ニ
ー

等

火
通

放
送
設
備

防
火
区
画

排
煙
等

居
室
構
造
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【図上訓練の様子】 

必ず訓練日前までに、参加者の方全員へ 

ご周知くださるようお願いします。 
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①火災を発見した職員の行動例

●「火事だ！」と大きな声で周囲に知らせる。

●自力避難できる人は、屋外に避難するように伝える。

●自力避難困難な人は、扉を閉めて待機するよう伝える。

●消火器を携行し、初期消火及び要救助者の救出に向かう。

●消火器で初期消火を行う。

●初期消火に成功した旨をを

在館者に周知する。

●窓や扉があれば閉鎖をして火を閉じ込

め、要救助者を同フロア内の遠い場所へ

一時避難させる。

火災を発見

初期消火成功 初期消火失敗

●119番通報を他の職員に依頼する。他に人がいなければ自ら行う。

●火点に近い自力避難困難者から、同ﾌﾛｱの遠い場所へ一時避難させる。

●通路にある排煙設備を起動又は窓を開放して、煙の滞留を防ぐ。

●防火戸があれば閉鎖をし、他のフロアへの煙の流入を防ぐ。

●自火報の発信機のボタンを押す。

●屋内消火栓があれば消火活動を行う。

※大量の煙が発生するなど、危険な状況ならば、

速やかに消火活動を中止する。

●スプリンクラー

設備がある？

●消防隊と合流したら、必ず次の状況を伝える。

火災の発生場所 ／ 要救助者及び負傷者の人数

なしあり

屋内消火栓なし又は消火失敗

29



②自火報受信盤の付近にいる職員の行動例

●自火報受信盤の主音響を停止

●点灯した表示窓と警戒区域図を見比べて、火点の位置を特定。

非火災

●地区音響を停止し、非火災で

あった旨を放送する。

●消防隊と合流したら、必ず次の状況を伝える。

火災の発生場所 ／ 要救助者及び負傷者の人数

●自火報の鳴動音を覚知

火災

●別の職員がおり、現場の確認を指示することが可能？

●消火器を携行し、火点の確認

へ向かう。（ﾌﾛｰﾁｬｰﾄ①へ）

●口頭又は放送等により、別の

職員に現場の確認を指示する

●火災通報装置がある？

●火災通報装置の起動ボタンを押す

（自火報連動機能がある場合を除く）

●指令ｾﾝﾀｰからの逆信には応答不要

●電話で１１９番通報する

「火事です。場所は南区〇〇で建物名称は

△△です。建物の×階から火がでています。

まだ建物内に多くの人が残っています。私の

名前は～です。」

●放送設備がある？

●消火器を携行し、火点階の応援へ向

かう

可能 不可能

あり なし

●放送設備の音声警報ボタン（火災）

を押し、在館者に火災の発生を伝える。

●庁内電話等を用いて、在館者

に火災の発生を伝える。

「〇階の△△で、火災が発生しました。

歩ける人は、××の階段を使って外まで

避難してください。歩けない人は、そのま

ま部屋で待機してください。」

あり なし
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●火災時に発生する煙を有効に排煙及び他の区画への流入を防止するための

基本的な方法は、以下のとおり。

火災時に発生する煙の防排煙の方法について

手動閉鎖する区画等（出入口の扉及び外気に面した窓）

自動閉鎖されていなかったら速やかに手動閉鎖すべき特定防火設備

手動で開放すべき窓

取り残された自力避難困難者

【想定】

●６階建ての病院（６項イ(1)）の４階４１３号室から出火。

●同室の開口部（出入口の扉及び窓）は開放状態、大量の煙が発生中。

●竪穴及び面積区画により、煙感知器連動の特定防火設備あり。

●排煙設備は機械式で煙感知器連動。

太枠の拡大図

酸素供給を遮断し、火の勢いを弱

めるため火点室の全開口部を閉鎖 煙の流入防止のため、全開口部閉鎖

煙の流入防止のため、出入口を閉鎖

新鮮な空気供給のため、窓を開放

31



●適切に防排煙ができなかった場合、他の区画に煙が流入する。

（機械排煙設備の不良により、有効に作動しなかった場合）

火災時に発生する煙の防排煙の方法について

４階平面図

５階平面図

出入口の扉の未閉鎖により、逃げ

遅れた人の病室内に煙が流入

障害物による特定防火設備の閉鎖

不良により、隣接病棟に煙が流入

作動不良による特定防火設備の未

閉鎖により、上階に煙が流入

窓が開いていたため、火点室から

噴出した煙が病室内に流入

適切な区画形成及び防排煙

しないと、被害が拡大する！
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一時待避場所への水平避難の推奨可否フロー
(自力避難困難な者が利用する施設における一時避難場所への水平避難訓練マニュアルによる）

防火対象物の用途が６項イ又

はロである。

自力避難困難な者が利用する

施設である。

避難上有効なバルコニー等※

又は防火区画がない。

主要構造部が準耐火構造（耐

火構造を含む。）である。

ＳＰ等の自動消火設備がある。

自火報と連動した火災通報装

置がある。

地階又は３階以上に自力避難

困難者の居室がない。

同マニュアルに基づき、一時

待避場所※への水平避難が推

奨されている施設。

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

※避難方法、バルコニー等（バルコニー、ベランダ等の直

接外気に流通する場所をいう。）に面する居室の開口部、

バルコニー等の構造等の状況からみて、当該バルコニー等

を利用しての避難が可能であるもの

左記以外の施設

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

※一時待避場所の要件については、次Ｐ参照

注意！ 本フロー図は、同マニュアルに定める基

準であり、実際に事業所へ水平避難を指導する際

は、自力避難困難者の人数等を考慮のうえ、実態

に即して指導すること。

33



一時待避場所の要件
(自力避難困難な者が利用する施設における一時避難場所への水平避難訓練マニュアルによる）

一時待避場所は、次に掲げる事項を考慮し、居室や階段ホール等に設定

する。

ア一時待避場所と廊下との間には、戸が設置されていること。

イ 上記アの戸にガラリ等が設けられている場合にあっては、ガラリ等の

上端の位置が戸の高さの３分の１以下であること。

ウ上記アの戸の隙間には、ゴムを貼付することが望ましいこと。

エ消防機関との連絡手段として電話等が設置されていること。

なお、避難誘導を行う職員等が常に携帯電話を携帯している場合は除

く。

オ 居室を一時待避場所として設定する場合は、外気に開放することがで

きる開口部（幅×高さが各50 ㎝以上で、かつ、消防法施行規則第５条

の２第２項各号に適合するもの）が設けられていること。

なお、階段若しくは屋外のバルコニー等に直接接続され、又は直径１

ｍ以上の円が内接することができる開口部又はその幅×高さが各75cm

以上及び120cm 以上の開口部で、かつ、規則第５条の２第２項各号に

適合するものが設けられていることが望ましいこと。

カ 一時待避場所に接続する廊下には、外気に開放することができる開口

部（１ｍ×１ｍ以上）が設けられていることが望ましいこと。

キ 火災室となることが想定される全ての居室と廊下との間に、戸が設置

されていること。

ク 居室に一時待避場所を設定する場合は、同一階に２箇所の一時待避場

所を設定すること。

ケ 一時待避場所の床面積は、当該場所への一時待避が想定される利用者

等の人数、状態等に適したものとすること。

 自動火災報知設備発報から行動完了までの目標時間※ 

熱感知器 

（各居室） 

煙感知器（各居室） 

居室にソファ等 

がある場合 
左記以外 

火災室の戸の閉鎖完了 １分 2 分 3 分 

廊下の開口部の開放完了 3 分 4 分 5 分 

一時待避場所への移動完了 9 分 １0 分 １1 分 

※ 寝具、布張り家具の防炎性能が確保されている場合は＋１分とする。  
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 火災の発生を捉え素早く警報を発する設備です

警報音が鳴ったら・・・ 非火災と断定できたら・・・

①受信器の表示窓 を確認する ①地区音響ボタン を止める

②警戒区域一覧図と照合する ②非火災の旨を館内に周知する

③発信機表示灯 の点灯状況を確認する ③警戒区域内で作動した感知器又は

④主音響ボタン を押して音を止める 　発信機（ 点灯時のみ）を特定する

⑤消火器を持って現場へ向かう　又は ④発信機が押された場合は復旧する

関係者に連絡し現場を確認してもらう

⑤火災復旧スイッチ を押す

自動火災報知設備の取扱い説明

 表示窓

 発信機表示灯

 主音響ボタン

 地区音響ボタン

 火災復旧ボタン

 連動移報停止

火災 非火災

初期消火

119通報

避難誘導

右欄へ 【追加で行うこと】

●主音響等ﾎﾞﾀﾝがｽｲｯﾁ式の時

主音響・地区音響ｽｲｯﾁを定位に戻す

●屋内消火栓のﾎﾟﾝﾌがﾟ起動している時

ﾎﾟﾝﾌﾟ室内の制御盤でﾎﾟﾝﾌﾟを停止する

ｶﾊﾞｰを開き、

中にあるﾎﾞﾀﾝ

を押し上げる
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 ボタン１つ又は自動火災報知設備と連動して迅速に１１９番通報を行う装置です

感知器作動！火災なら・・・ 感知器作動！けど非火災なら・・・

火災通報装置の取扱い説明

 火災通報ボタン

あり

初期消火

避難誘導

に専念

自火報との連動機能※1

なし

 のボタン

を押す
（どちらか一方）

初期消火

避難誘導

に専念

※1 自火報との連動

機能は、消防法によ

り病院、有床診療所、

認知症高齢者グルー

プホーム等の施設に

対し設置が義務付け

られています。

あり

次の①～④のい

ずれかにより、非

火災の旨を消防

自火報との連動機能※1

なし

操作不要

※2 非火災の旨を連絡し

ないと、消防隊が出動し

ます

 受話器

 応答ランプ  割込通話ボタン

①火通の起動直後で、応答ランプ が点滅状態の

時に、割込通話ボタン を押して通報を取り消す

②音声メッセージの再生中、応答ランプ が点灯

状態の時に、受話器 をとり、割込通話ボタン を

押して管制員に非火災の旨を伝える

③音声メッセージが流れた後、消防から逆信がくる

ので、受話器 をとり管制員に非火災の旨を伝え

る

④逆信を取り損ねた場合、固定電話等にて119番

通報をし、非火災の旨を伝える

親機

子機
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 火災の発生や避難を音声※1で呼びかける設備です。自火報と連動して作動する例もあります。

「火災感知器が作動しました」の放送が流れたら・・・ 非火災と断定できたら・・・

①感知器発報放送（女性の声）が流れる ①音声警報ボタン　（非火災） を押す

②火災灯 及び出火階表示灯 が点灯する ②「自動火災報知設備の取扱い説明」の

③消火器を持って出火階へ向かう　又は 連動移報停止ボタン を押す

関係者に連絡し出火階を確認してもらう ③同説明の「非火災と断定できたら・・・」の

③～⑤により、自火報受信盤を復旧する

※自火報を先に正常に戻さないと、非常放送は止まらない！

④非常復旧スイッチ を押す

非常警報設備（放送設備：自火報連動あり）の取扱い説明

火災 非火災

音声警報ボタン

（火災） を押

す

右欄へ

【放送設備の機能の紹介】

●感知器発報放送の後、一定時間の経過

又は別の感知器の作動で、自動的に火災

放送に切り替わる。

●大規模な建物の場合、在館者のパニック

を防ぐため、当初は放送範囲を出火階とそ

の直上階に限定している。なお、一定時間

が経過（10分以内で任意に設定）すると、

自動的に全館放送へ切り替わる。

●階別選択ボタン により、任意の階のみ

に放送することもできる。

火災放送「火事です、火事です。(〇階)※2

で火災が発生しました。落ち着いて避難し

てください。」（男性の声）の放送と警報音

が流れる。なお、マイク のｽｲｯﾁを入れて

話すと、その放送が優先される。

 音声警報ボタン

（非火災）

 音声警報ボタン

（火災）

 マイク  火災灯  非常起動ボタン  非常復旧ボタン

 出火階表示灯  階別作動表示灯  階別選択ボタン

※2 発信機での起動時は階数の放送なし

※1 平成6年4月1日以前

に製造された放送設備の

場合、音声メッセージでは

なくサイレン音の場合もあり

ます。
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 火災の発生や避難を音声※1で呼びかける設備です。自火報と連動して作動する例もあります。

自火報の警報音が鳴ったら・・・ 非火災と断定できたら・・・

①非常起動ボタン を押す ①音声警報ボタン　（非火災） を押す

②自動火災報知設備の受信盤の表示窓 ②非常復旧スイッチ を押す

より、感知器等が発報した階を特定する 注意：放送設備はこれで停止できるが、

③上記②と同じ階の「階別選択ﾎﾞﾀﾝ 」を 自動火災報知設備の警報音の停止は

押す（以下、出火階という） 別途、「自動火災報知設備の取扱い説明」

④出火階とその直上階に感知器発報 の「非火災と断定できたら・・・」により行う

放送（女性の声）が流れる

⑤消火器を持って出火階へ向かう　又は

関係者に連絡し出火階を確認してもらう

非常警報設備（放送設備：自火報連動なし）の取扱い説明

火災 非火災

音声警報ボタン（火

災） を押し、上記③

の区域に火災放送（男

性の声）を流す

右欄へ

 音声警報ボタン

（非火災）

 音声警報ボタン

（火災）

 マイク  火災灯  非常起動ボタン  非常復旧ボタン

 出火階表示灯  階別作動表示灯  階別選択ボタン

※1 平成6年4月1日以前

に製造された放送設備の

場合、音声メッセージでは

なくサイレン音の場合もあり

ます。

【自火報との連動機能の有無について】

●消防法に基づく放送設備の設置が義務

ではない対象物の場合、自火報と放送設

備の連動機能がない可能性があります。
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 火災の熱をうけて自動的に作動する消火設備です。ただし、消火後に散水を止める必要があります。

ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰが熱を感知すると・・・ 火災を消火できたら・・・

①ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰﾍｯﾄﾞが熱を感知する（自動） ①出火階の制御弁室（下図参照）に向かう

②ポンプが起動し、消火が行われる（自動）

同時に作動を知らせる警報音が鳴る

②「常時開」の札がかかった制御弁 を

表示方向に従い閉鎖する

③ポンプ室に向かい、ポンプ制御盤にて

停止ボタンを押す

スプリンクラー設備の取扱い説明

【水損を防ぐためのポイント】

●制御弁室及びポンプ室の場所を確認しておく

●制御弁室及びポンプ室の扉が普段施錠され

ている場合、鍵の保管場所を確認する

 制御弁

【スプリンクラーヘッド】 【制御弁室内の様子】

【ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰの性能等】

●ﾍｯﾄﾞの直下の約２ｍ内の火災を消火

●全てのﾍｯﾄﾞが作動するのではなく、熱を感知し

たﾍｯﾄﾞのみが作動

●通常のスプリンクラーなら、１～２個のﾍｯﾄﾞで

消火できる

●ただし、小規模な社会福祉施設に設置される

特定施設水道連結型ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰ設備は、延焼を

防ぐためのものであり、消火性能は高くないので

過信しない。

【補助散水栓】

●ヘッドの取付不要な

便所や階段部分をカ

バーする設備

●操作方法は、「屋内

消火栓設備（１号以外）

の取扱い説明」の例と

同じ
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 初期消火に有効な消火設備です。１号消火栓は２名で操作します。

火災を発見したら・・・ 火災を消火できたら・・・

①筒先員はノズル を持ちホース を延ばす ①バルブを閉める（右回転）

②操作員に対し「放水始め」と合図をする ②起動ボタンを復旧する

③操作員がバルブを開ける（左回転）

④操作員が起動ボタンを押す

※発信機と起動ボタンが別々のものは、

起動ボタンの方を押す

⑤操作員が赤色灯の点滅を確認する ③自火報受信盤の火災復旧ボタン を押す

　その後、筒先員の補助に入る 　「自動火災報知設備の取扱い説明」を参照

⑥火元に向けて放水する ④ポンプ室に向かい、ポンプ制御盤にて

停止ボタンを押す

屋内消火栓設備（１号）の取扱い説明

 発信機兼用

起動ボタン

 バルブ

ｶﾊﾞｰを開き、

中にあるﾎﾞﾀﾝ

を押し上げる

 赤色灯

 ノズル

 ホース

 起動ボタン

【発信機と起動ボタンが兼用のタイプ】

【発信機と起動ボタンが別々のタイプ】

2人操作

１号 易操作１号 ２号 広範囲型２号

起動方法 起動ボタン バルブ開閉 バルブ開閉 バルブ開閉

放水量(毎分) 130L以上 130L以上 60L以上 80L以上

ホース⾧ 15ｍ×2本 30ｍ×1本 20ｍ×1本 30ｍ×1本

水平距離 25ｍ以下 25ｍ以下 15ｍ以下 25ｍ以下

放水圧 0.17～0.7MPa 0.17～0.7MPa 0.25～0.7MPa 0.17～0.7MPa

1人操作

【参考：各種屋内消火栓の性能諸元】
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 初期消火に有効な消火設備です。１号消火栓以外は１名で操作できます。

火災を発見したら・・・ 火災を消火できたら・・・

①ノズル を取り出す ①ノズル のバルブを閉める（右回転）

②バルブ を開ける（左回転） ②バルブ を閉める（右回転）

※起動ボタンを押す必要はない！ ※起動ボタンを復旧する必要はない！

③ホース を延ばす ③自火報受信盤の火災復旧ボタン を押す

④ノズル のバルブを開ける（左回転） 　「自動火災報知設備の取扱い説明」を参照

④ポンプ室に向かい、ポンプ制御盤にて

停止ボタンを押す

⑤火元に向けて放水する

屋内消火栓設備（１号以外）の取扱い説明

 バルブ

 ノズル

 ホース

【易操作１号消火栓】

2人操作

１号 易操作１号 ２号 広範囲型２号

起動方法 起動ボタン バルブ開閉 バルブ開閉 バルブ開閉

放水量(毎分) 130L以上 130L以上 60L以上 80L以上

ホース⾧ 15ｍ×2本 30ｍ×1本 20ｍ×1本 30ｍ×1本

水平距離 25ｍ以下 25ｍ以下 15ｍ以下 25ｍ以下

放水圧 0.17～0.7MPa 0.17～0.7MPa 0.25～0.7MPa 0.17～0.7MPa

1人操作

【参考：各種屋内消火栓の性能諸元】

【２号消火栓】

【参考】

広範囲２号消火栓のノ

ズルの一例

【参考】

１名で操作可能な消火栓

であることを示す表示

シール

（消火栓箱の扉に貼付）
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